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り
取
り
、
そ
れ
を
企
業
に
廻

し
、企
業
減
税
で
国
際
競
争
力

を
つ
け
る
と
い
う
筋
書
き
だ
。 

何
故
消
費
税
を
上
げ
な
い

と
や
っ
て
い
け
な
い
の
か
？ 

菊
池
英
博
と
い
う
経
済
学

者
が
い
る
。“
消
費
税
引
き
上 

   げ
に
騙
さ
れ
る
な「
消
費
税
は

０
％
に
で
き
る
」”の
著
者
だ
。 

彼
に
よ
る
と
、
政
府
は
、
財

政
危
機
を
煽
り
、こ
れ
ま
で
の

十
年
間
の
失
政
の
ツ
ケ
を
国

民
に
押
し
つ
け
よ
う
と
い
う

の
が
今
回
の
消
費
税
増
税
論

だ
と
い
う
。 

こ
の
10
年
、
デ
フ
レ
、
ゼ 

北
を
喫
し
た
菅
政
権
だ
が
、消

費
税
値
上
げ
の
主
張
は
消
え

て
は
い
な
い
。
政
府
、
財
界
、

マ
ス
コ
ミ
等
の
論
調
は
、日
本

は
先
進
国
の
中
で
多
額
の
財

政
赤
字
を
抱
え
、こ
の
ま
ま
で

は
ギ
リ
シ
ャ
の
二
の
舞
に
な

る
。
社
会
保
障
費
の
急
増
で
、

財
源
は
消
費
税
値
上
げ
し
か

な
い
。日
本
の
消
費
税
率
は
低

過
ぎ
る
等
々
だ
。 

菅
政
権
の
打
ち
出
す「
強
い

経
済
・
財
政
・
社
会
保
障
」
と

い
う
政
策
は「
消
費
税
率
ア
ッ

プ
」
と
「
法
人
税
減
税
」
が
両

輪
で
、国
民
か
ら
消
費
税
で
搾 

 

 

消
費
税
値

上
げ
を
言
い

い
出
し
、
大
敗

 
先
の
参
院
選
で
菅
政
権
は
大
敗
北
を
喫
し
た
。原
因
は
色
々
あ
る

が
や
は
り
選
挙
前
に
唐
突
に
飛
び
出
し
た
消
費
税
10
％
値
上
げ

だ
。
更
に
は
、
昨
年
、
政
権
交
代
時
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
か
ら
の
逸

脱
だ
。
こ
の
先
、
菅
民
主
党
政
権
は
ど
う
な
る
の
か
。 

ロ
成
長
と
い
う
の
は
、二
つ
の

失
政
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

た
。「
基
礎
的
財
政
収
支
均
衡

目
標
」
と
「
金
融
庁
の
3
点

セ
ッ
ト
（
ペ
イ
オ
フ
、
時
価
会

計
・
減
損
会
計
、
自
己
資
本
比

率
規
制
）に
よ
る
金
融
機
関
の 

   

締
め
付
け
」
で
あ
る
。
そ
の
ベ

ー
ス
と
な
っ
た
の
が
、新
自
由

主
義
、市
場
原
理
主
義
と
い
う

も
の
だ
と
。 

こ
れ
ま
で
政
府
与
党
は「
小

さ
い
政
府
」「
均
衡
財
政
」「
消

費
税
引
き
上
げ
病
」と
い
う
三

つ
の
ド
グ
マ
に
陥
り
、現
在
の

日
本
は
、緊
縮
財
政
デ
フ
レ
↓ 

 

 

    

る
。 

 

と
し
、
裁
決
の
取
り
消
し
を
求
め

て
い
る
訴
訟
で
あ
る
。 

▼
静
岡
空
港
問
題
の
最
大
の
失

態
は
、
開
港
を
直
前
に
控
え
た

西
側
制
限
域
立
ち
木
問
題
の
発

覚
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
滑

走
路
を
切
り
縮
め
、
３
ヶ
月
開

港
が
遅
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
以
外
に
、
滑
走

路
南
側
に
隣
接
し
た
Ｍ
さ
ん
山

林
の
立
ち
木
が
、
開
港
前
の
２

月
13
日
、
無
断
で
１
０
０
本
近

く
が
伐
採
さ
れ
て
い
た
。 

▼
Ｍ
さ
ん
は
５
月
に
な
っ
て
無

断
伐
採
に
気
づ
き
県
に
問
い
質

し
た
。
県
は
、
管
制
塔
か
ら
の

視
界
を
改
善
す
る
た
め
周
辺
の

立
ち
木
を
伐
採
し
た
際
の
「
誤

伐
採
」
だ
と
の
返
答
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
調
査
で
、

県
は
再
度
の
失
態
を
隠
蔽
す
る

た
め
、「
誤
伐
採
」
と
主
張
し
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
た
。 

▼
公
判
で
は
そ
の
事
が
焦
点
だ

っ
た
。
無
断
伐
採
の
中
に
航
空

法
の
高
さ
制
限
を
超
え
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
木
が
多
数
あ

り
、
原
告
側
は
「
誤
伐
採
で
は

な
く
、
支
障
物
件
と
認
識
し
た

上
で
の
伐
採
で
は
な
い
か
」
と

追
及
し
た
。
も
し
開
港
前
、
こ

の
立
木
を
切
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
暫
定
開
港
す
ら
ス
ト
ッ
プ
す

る
重
大
問
題
で
あ
っ
た
。 

▼
国
交
省
に
よ
る
完
成
検
査
は

2
月
9
日
か
ら
3
日
間
、
航

空
局
の
係
官
が
実
施
し
た
。
そ

の
直
後
の
無
断
伐
採
で
あ
る
。

国
交
省
の
完
成
検
査
は
、
静
岡

県
が
作
成
し
た
「
空
港
周
辺
物

件
一
覧
表
」
に
基
づ
い
て
現
場

確
認
を
し
て
い
る
だ
け
、
県
は

立
ち
木
に
は
一
切
触
れ
ず
隠
し

て
い
た
の
だ
。
何
と
い
う
無
反

省
な
隠
蔽
体
質
な
の
だ
。 

 

▼
静
岡
地
方
裁
判
所
で

7
月
9
日
、静
岡
空
港

の
未
買
収
地
へ
の
土
地

収
用
を
め
ぐ
る
裁
判
が

開
か
れ
た
。
元
地
権
者
ら

が
「
土
地
収
用
は
違
法
」 

経
済
規
模
縮
小
で
ゼ
ロ
か
ら

マ
イ
ナ
ス
成
長
↓
雇
用
減
少

↓
税
収
減
↓
増
税（
す
で
に
定

率
減
税
廃
止
の
ほ
か
、社
会
保

障
費
の
負
担
増
加
で
、国
民
の

負
担
増
は
8.6
兆
円
）
と
い
う

悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
菊
池
英
博
氏
は
、
こ

れ
ま
で
、財
政
赤
字
が
８
百
数

十
兆
円
に
上
り
大
変
だ
大
変

だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
08
年

12
月
現
、
日
本
の
財
政
債
務

は
８
４
７
兆
円
、
そ
の
う
ち
、

３
０
２
兆
円
は
特
別
会
計
。こ

の
特
別
会
計
は
国
民
の
債
務

で
は
な
い
。財
政
投
融
資
で
貸

し
た
り
、ア
メ
リ
カ
の
国
債
を

買
っ
た
り
、
外
貨
を
買
っ
た

り
、
預
金
し
て
い
る
も
の
だ
。 
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消
費
税
値
上
げ
に
だ
ま
さ
れ
る
な
！ 

 

消
費
税
値
上
げ
は
本
当
に
必
要
か
？   
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       .ne.jp 
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ちゃわんや 
新・古美術 

炉端庵青木武士 

TEL:055-972-4213 
携帯：080-6960-5200 

日
本
は
、現
在
２
５
０
兆
か

ら
３
０
０
兆
円
の
対
外
債
権

を
持
ち
、海
外
に
金
を
貸
し
て

い
る
。世
界
一
の
金
持
ち
国
家

だ
と
い
う
。 

特
別
会
計
は
別
と
す
れ
ば
、

債
務
残
高
は
、大
体
５
４
０
兆

位
。社
会
保
障
基
金
等
で
か
な

り
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
、純
債

務
と
し
て
は
、大
体
３
０
０
兆

円
。債
務
の
半
分
は
二
重
計
上

さ
れ
て
い
て
、決
し
て
財
政
危

機
じ
ゃ
な
い
と
の
こ
と
だ
。 

 

世
界
一
豊
富
な
財
源
を
活

用
し
、積
極
財
政
に
よ
る
景
気

回
復
と
税
収
の
増
加
が
あ
れ

ば
、消
費
税
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
。     

<

編
集
人> 

 

参院選結果と議員定数削減 
迷走する菅民主党政権～どさくさ紛れの議員定数削減 

 

三
島
市
の
国
民
健
康
保
険

は
、職
場
等
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
お
ら
ず
、市
内
に
住
ん

で
い
る
人
は
全
員
こ
の
保
険

へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
強
制
加
入
で
、
三
島
市
が

運
営
し
、単
な
る
相
互
扶
助
で

は
な
く
社
会
保
障
制
度
と
し

て
の
保
険
制
度
で
あ
る
。 

 

加
入
対
象
者
は
、
自
営
業

者
、
農
業
・
漁
業
従
事
者
、
退

職
者
、パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、

１
年
以
上
の
外
国
人
定
住
者

等
。
た
だ
し
、
75
歳
以
上
は

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
る
。 

＊
診
療
の
際
の
自
己
負
担

額
、
小
学
校
前
ま
で
の
子

供
は
2
割
、
小
学
校
就
学

後
か
ら

70
歳
未
満
は
３

割
、
70
歳
以
上
は
１
割
、

残
り
は
国
、
県
、
市
の
負

担
と
な
る
。
た
だ
し
中
学

ま
で
は
子
ど
も
医
療
費
受

給
者
証
交
付
を
受
け
る
と

通
院
・
入
院
１
回
５
０
０

円
の
自
己
負
担
で
す
む
。 

＊
70
歳
以
上
の
１
割
自
己
負

主
張 

       

＊
国
保
税
の
『軽
減
制
度
』 

世
帯
の
前
年
度
総
所
得
金
額

が
基
準
以
下
の
場
合
、国
保
税

の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が

減
額
さ
れ
る
。 

＊
国
保
税
の
『
減
免
制
度
』 

災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
国

民
健
康
保
険
税
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

事
情
に
よ
り
国
保
税
を
減
額

す
る
制
度
で
あ
る
。減
免
額
は

事
情
に
よ
り
異
な
る
。  

今
年
４
月
よ
り
「
倒
産
・
解

雇
な
ど
に
よ
る
離
職
」
（
特
定

受
給
資
格
者
）
や
「
雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る
離
職
」
（
特
定
理

由
離
職
者
）に
対
し
て
国
保
税

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
（
国
の
制
度
）。
対
象
は
失

業
給
付
を
受
け
る
者
で
、軽
減

額
は
前
年
度
所
得
を
70
％
減

と
み
な
し
て
算
出
す
る
。軽
減

期
間
は
離
職
の
日
か
ら
翌
年

度
末
ま
で
。 

＊
次
の
場
合
も
申
請
す
れ
ば

給
付
が
受
け
ら
れ
る
。 

・
子
供
が
生
れ
た
時
―
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給（
42
万
円
） 

・
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時

―
葬
祭
費
の
支
給（
５
万
円
）。 

・
重
病
人
の
転
院
等
移
送
費
。 

 

      

小
沢
氏
の
掲
げ
る「
国
民
の
生

活
が
第
一
」
を
下
ろ
し
、
消
費

税
値
上
げ
を
含
む
新
自
由
主

義
路
線
に
舵
を
切
っ
た
と
思

わ
れ
る
。１
年
前
の
彼
の
主
張

と
な
っ
た
。
衆
議
院
で
３
分

の
２
以
上
で
あ
れ
ば
、
法
案 

は
成
立
す
る
が
、
現
状
で
は

難
し
く
、
政
府
与
党
に
と
っ

て
は
苦
し
い
国
会
運
営
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

民
主
党
の
惨
敗
に
よ
っ
て
、

死
ん
だ
は
ず
の
自
民
が
蘇
生

し
、党
内
で
は
菅
首
相
に
対
す

る
厳
し
い
見
方
が
出
て
い
る
。

７
月
29
日
の
民
主
党
の
両
院

議
員
総
会
で
は
菅
氏
に
対
す

る
責
任
論
が
相
次
い
だ
が
、問

題
は
９
月
の
代
表
選
に
持
ち

越
し
た
。民
主
党
内
の
小
沢
派

対
反
小
沢
の
対
立
が
ど
こ
ま

で
後
を
引
く
か
、秋
の
政
局
は

大
荒
れ
だ
。 

当
面
、国
会
内
の
連
立
の
動

き
は
難
し
く
、自
民
党
も
み
ん

な
の
党
も
、
公
明
党
も
、
菅
政

権
に
助
け
舟
を
出
す
の
は
損

と
ば
か
り
に
今
後
の
情
勢
を 

 

言
は
、如
実
に
そ
の
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
就

任
直
後
の
人
気
は
急
上
昇
。消

費
税
値
上
げ
も
マ
ス
コ
ミ
を

引
き
付
け
、乗
り
切
れ
る
と
考

え
た
に
違
い
な
い
。 

し
か
し
、選
挙
結
果
は
予
想

を
は
る
か
に
下
回
る
も
の
で

あ
っ
た
。
民
主
党
は
改
選
前

54
か
ら
44
に
、
野
党
自
民

党
は
38
か
ら
51
に
、
み
ん

な
の
党
は
０
か
ら
10
に
、
公

明
党
は
11
か
ら
９
に
、
共
産

党
は
４
か
ら
３
に
、
社
民
党

は
３
か
ら
２
に
、
国
民
新
党

は
３
か
ら
ゼ
ロ
に
、
た
ち
あ
が

れ
日
本
、
新
党
改
革
は
１
。
投

票
率
は
57
・
92
％
で
微
減
。 

 

こ
の
結
果
、
国
会
は
、
衆

議
院
で
は
与
党
が
過
半
数
だ

が
３
分
の
２
未
満
で
あ
り
、

参
議
院
で
は
、
与
党
は
過
半

数
と
な
ら
ず「
ネ
ジ
レ
国
会
」 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

 

意
外
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
給
付
申
請 

三
島
市
の
国
民
健
康
保
険 

！ 

見
守
っ
て
い
る
。 

今
回
の
民
主
党
の
敗
因
は

消
費
税
ば
か
り
で
は
な
い
。同

じ
消
費
税
増
税
を
掲
げ
る
自

民
党
は
議
席
を
大
幅
に
増
や

し
、似
た
よ
う
な
体
質
の
み
ん

な
の
党
は
躍
進
し
て
い
る
。 

そ
の
一
方
で
、消
費
税
反
対

を
明
確
に
し
て
い
た
共
産
、社

民
は
議
席
を
減
ら
し
た
。共
産

党
は
東
京
選
挙
区
で
小
池
晃

氏
の
議
席
を
失
っ
た
の
は
大

き
な
痛
手
だ
。社
民
党
は
保
坂

展
人
氏
を
押
し
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。 

国
民
新
党
も
参
院
の
議
席

を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

市
民
派
首
相
の
誕
生
と
し
て
、発

足
直
後
、菅
政
権
の
人
気
は
急
上
昇

し
た
。し
か
し
そ
れ
に
気
を
よ
く
し

て
、自
信
過
剰
に
陥
っ
た
の
か
消
費

税
10
％
値
上
げ
を
口
走
っ
て
し
ま 

担
は
平
成
23
年
３
月
ま
で
。 

＊
国
保
の
高
額
療
養
費
の 

支
給 

１
ヶ
月
の
自
己
負
担
額
が

一
定
基
準
額
を
超
え
た
場

合
は
、
そ
の
超
え
た
費
用

が
返
還
さ
れ
る
。
70
歳
未

満
の
一
般
で
は
、
３
回
ま

で
の
月
額
自
己
負
担
が
８

万
百
円
以
上
の
場
合
。
４
回

目
以
降
は
月
額
４
４
４
０
０

円
以
上
。
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
一
般
で
は
、
通
院
（
個

人
単
位
）で
１
２
０
０
０
円
以

上
、通
院
＋
入
院（
世
帯
単
位
）

で
４
４
４
０
０
円
以
上
。非
課

税
等
の
低
所
得
者
で
は
通
院

８
０
０
０
円
以
上
の
場
合
。 

＊
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
、 

年
間
の
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
の
合

計
が
限
度
額
を
超
え
た
場

合
に
、
超
え
た
額
が
支
給

さ
れ
る
。
70
歳
未
満
で
一

般
の
場
合
67
万
円
以
上
、

非
課
税
世
帯
の
場
合

34

万
円
以
上
。 

就
任
直
後
の
菅
氏
の
選
挙
戦
略

は
財
界
、
マ
ス
コ
ミ
を
引
き
付
け
る

た
め
、
小
沢
派
一
掃
と
セ
ッ
ト
で
、 

 

っ
た
。
し
か
も
、
沖
縄
普

天
間
基
地
問
題
で
は
あ

れ
ほ
ど
も
め
た
挙
句
、
あ

っ
さ
り
鳩
山
政
権
の
後

を
継
ぎ
「
日
米
合
意
」
を

受
け
入
れ
た
。
政
治
主
導

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
い
つ

の
間
に
か
官
僚
主
導
に

流
さ
れ
、
「
国
民
の
生
活

が
第
一
」
と
い
う
掛
け
声

も
消
え
て
し
ま
っ
た
。 

ピアノ、ソルフェージュ 
訪問レッスンいたします。 
TEL 055-977-5362 気軽に連絡してください 
                   角田洋子 

議
員
定
数
削
減
に
反
対
！ 

 国会で防戦する菅首相 

と
は
様
変
わ
り
だ
。
「
し
ば
ら

く
黙
っ
て
い
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
小
沢
氏
に
対
す
る
発 

 

 

民
主
党
は
参
院
選
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
で
国
会
議
員
の
定
数

削
減
を
持
ち
出
し
た
が
、菅
首

相
は
７
月
30
日
の
記
者
会
見

で
、議
員
定
数
削
減
を
表
明
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
衆
院
を

80
、
参
院
を
40
減
ら
す
方
針

だ
と
い
う
。８
月
中
に
党
内
の

意
見
を
ま
と
め
、
12
月
ま
で

に
与
野
党
で
合
意
し
た
い
と

い
う
話
だ
。 

定
数
削
減
は
自
民
党
も
主

張
し
て
お
り
、
民
主
、
自
民
が

合
意
す
れ
ば
、今
の
国
会
情
勢

で
は
、法
案
は
簡
単
に
成
立
し 

 

て
し
ま
う
。 

民
主
も
自
民
も
、議
員
定
数

削
減
は
、経
費
削
減
を
表
に
掲

げ
な
が
ら
、少
数
政
党
を
排
除

し
、二
大
政
党
制
に
純
化
す
る

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。少
数
政

党
排
除
は
、多
様
な
民
意
を
無

視
す
る
も
の
で
、民
主
主
義
の

破
壊
で
あ
る
。 

 

経
費
削
減
を
い
う
な
ら
政

党
助
成
金
の
廃
止
や
議
員
報

酬
の
削
減
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
が
大
き
い
。 

 

消
費
税
増
税
も
、議
員
定
数

削
減
も
絶
対
に
許
せ
な
い
。 


